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接着固定し p 発振器からコイ Jレi乙電流を流し，周期的な
強制ねじり応力を加える.そのときの共振周波数をカウ
る。
ンターで読み取り p 次の理論式より S波速度を算出す
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図4 土柱共振法実験装置概際図
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5 U2)( lQ-6が最大でヲ深度74mでの 5.19xl0-Sが最小
である，全体的に点がぱらついているがI l;r~皮切m以降
2.03x 1O-~とせん断ひずみが色、(こ大きくなっている q こ
れはNII也が14とt古に小さくなっていることからわかるよ
うに軟弱な恒であるためであるー十四山村公国において
















































































































p ( n i q Ki ( n ) 
L:{ L:xα1・X"mfbi十 L:L:{L:dα(jk)xαmトIZik 
=llα=1 j =1 k=llα~1 
n 







(rn=l， 2，・， p) 
p ( n 、 q Kj ( n 
L:{ L: xαi • dα(st) fbi十三ミヱ{L:oα(jk)九
















(8ニ1， 2，"'， q; t=l， 2，"" K，) 
n 





p q Kj 
Yα 二三二 bi• XαJ 十~ ~ Zjk G 九 (jk)








イト: 日lι L:yα2 I L:Y，2 













X2， •.••.• Xp，明Teightをbl，b2，・.." bpとおく a 次
Iこ〔分類〕に属する項目が q{1肘あり p それぞれの項目の
中でKj ぐjニL2， ... q)イ固に細分ヨれているもの
とする.そこで j項のk部類lこZjkなる値を与える.ま
たα番目のサンフつJレ (S波速度)が(j， k)に反応して





土質指標の〔数値〕の項として， N値，深度目 g また
分類項として，時代区分(沖積，洪積p 第三紀)Eフ地
質(粘土，シル卜，砂，砂球)Fを考える.次lこ数値項
は平均値からのズレを考え， Si皮速度 Vs，N{I区， Hの
対数値の平均を logVs， logN， logHとすると， (4)式
より， s波速度を推定する実験式は次のようになる.
lngVs-logVs= CN (logN-logN) 十CH(logHー
一一一一一一 3 4 
logH)十三ミ EkoE(k) + L:Fk・OF(k) 
kニ 1 k=l 











これは， C数値JC分類〉混合の場合の一般式である. (1) 
式中の未知量は bi(iニ L2，ー・， p)および、Zjk(j=1， 
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α=工、 U=l
q Kj 1'>2 
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のようになる.tこだGAニ logVs -CNlogN - CH logH 
である a この計算は多大な労力を要するため，電子計算
機により処理した。
Vsノ=1 QA . NCN • HCH • (i=1， 2，・"， p) 


















































































No. 5 ;皮速度堆定式 (m/secl キ票率誤差F自問世b
炉Vs=21叩 引叫比4 1185 0.472 1.086 
1.746 
E Vs'=103.28'H 口328 11.2 0.5弘
阻 冶ミ8817J17151 95.1 。7∞
N Vs'=103.62.No..31.2 83.1 0.7ω 
V vsz14352f|;1剖α)01 82.8 。782
[1「vl VS=11229'No.37¥ ~~~~ 81.2 0.792 087650 2 
vn Vs'= 78.25'N日'57目H口159 78.0 0.808 
vl! Vs'=109.35H o.・i叫4o. n~∞tJ l 77.9 0.809 
2.328 
llm1 1∞ IX Vs=150刀 12863旧710.日9023 76.6 0.816 
1.51 
X vd=8535 NG28HOE21rL311D 器0D0D5、I 76.2 日819
XI ぼ=10615HE163[州勢 69.2 0.853 
fD∞) 凋 vs'=108.44'N日179 148541 2 669 0.863 
吋?叩l粗 vb11788Nom114233q1B 32 64，5 0.873 1，81o.J 18U; 
沼V Vs= 89.29. N 口16H011I|L110360605lJ | 64.3 0.874 
xv Vs=9804NomHomArlliiD器Doj、l{f0i1D9iD8z4DIJ i 61.4 0.886 
表5




f直p 深度，時代， :tl血質区分を取り入れp 次式を確立し
た.実測値と予測値の相関係数は0.886であるー
( 1.000 i ( 1.000 i 
Vs=98.04 0 NO.170 0 HO.I041 1.292 i I 0.871 I 
， ). 659 ) I 0.840 I 
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